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ャリアを活かして社会貢献―
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時３０分 

トセンター会議室 札幌市中央区南2条西10丁
セス：①東西線西１１丁目駅下車徒歩５分、②市電「中央

センター理事、スタッフ 
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代込み） 

とは？ ―ＮＰＯとボランティアの基礎講座― 

 ―市内のＮＰＯを訪問します― 

ンティア ―会社で培ったキャリアを地域でいか

をご記入の上、以下まで。 
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 ７月１１日スタート 

《決算書作成アドバイス付き》～短期集中５回講座18:00 開講 
毎回ご好評いただいている会計講座のご案内です。 

簿記の基礎を学び、ＮＰＯならではの勘定科目を使った仕訳（振替伝票記入）等の練習問題をやってみ

ます。講習時に使用する会計ソフトは「会計王５ ＮＰＯ Limited」です。ソフトの扱い方を中心にパソコ

ン入力もたくさん練習します。最終的には決算書を作成し、財務諸表の見方などを学びます。 

今回は講習中に、個別質問に対応する時間を用意して、それぞれの団体の事情に合わせたアドバイスが

できるようカリキュラムを組んでいます。ご参加ください。 

●日時／第１回 ７月１１日（火） 第２回 １２日（水） 第３回 １４日（金） 

第４回 １８日（火） 第５回 １９日（水） 

いずれも 18:00～20:00 各回２時間（合計１０時間コース） 

●場 所／北海道NPOサポートセンター会議室 

（札幌市中央区南２条西10丁目 クワガタビル２階） 

●講 師／小沼 千佳子 （北海道NPOサポートセンター会計担当） 

●定 員／８名（最少催行人員3名） 

●受講料／10,500円（税込み、初回納入） 

●締切り／７月７日（金）先着順。（定員になり次第締め切ります） 

●参加対象者／パソコンの文字入力、マウス操作がスムーズにできる方 

●問合せ・申込み／TEL 011-204-6523   FAX 011-261-6524 

Eメール npo@mb.infosnow.ne.jp 担当 小沼（おぬま）、神（じん） 

●主 催／NPO法人 北海道NPOサポートセンター 

 

広告  会計王７NPO Limited はＮＰＯ運営で欠かせない
記帳指導や消費税申告などの経理業務を「軽減したい！」「NPO法人の実
情に合った会計ソフトが欲しい！」そんなお客様の声から誕生しました。 

－ NPO法人のための会計ソフト－ 会計王の特徴 

■ＮＰＯ法人の会計処理に必要な基本勘定科目があらかじめ設定されているだけでなく、ＮＰＯ法人専用

の仕訳が取引摘要辞書として最初から登録されているので摘要を選ぶだけの簡単操作で仕訳入力する事

ができます。 

■非営利事業とその他事業それぞれを部門として管理する事により会計処理を１つの会計データで管理す

る事が出来ます。 

■所轄庁に対し報告する「貸借対照表」「財産目録」「収支計算書」が直接作成されます。また、その他

事業では「損益計算書」「製造原価報告書」も作成できます。 

■ＮＰＯ法人会計に精通した税理士、公認会計士監修のＮＰＯ法人専用会計ソフトです。 

【監修】瀧谷和隆税理士(NPO法人エーピーアイ・ジャパン代表) 

 加藤俊也公認会計士、脇坂誠也税理士 

NPO法人のための会計ソフト会計王7NPO Limited体験版はソリマチホームページよりダウンロード

できます。http://www.sorimachi.co.jp/ 

お問い合わせ：ソリマチ株式会社〒062-0903 北海道札幌市豊平区豊平３条８丁目１－２６ 担当：西村 

ＴＥＬ ０１１－８１２－３６４０  ＦＡＸ ０１１－８１２－３６４１ 
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インド滞在記 その２ 
北海道ＮＰＯサポートセンター ボランティア 

山 上  千 尋  
次はコルカタ（カルカッタ）へ行きました。コルカタには JICA の研修でいっしょになったトーマスが居るのですが、あい

にく出張で不在でした。コルカタといえば、サダルストリート近くのマザーテレサハウスでボランティアです。なんと、ボラン

ティアオリエンテーションなるものも開催されていて、ボランティアする際の注意事項などしっかり（日本語で！）説明を受け

ることが出来ました。オリエンテーションには私を含め38 名の日本人が参加していました。日本以外の国の人は6名くらい

しかいませんでした。 

私がボランティアしたのはシシュバワンという障がいのある孤児の施設でした。ボランティアしていた人の多くは春休み中の

日本人大学生や高校生で、春休み中ということもありますが、それでも 70％くらいが日本人だったのにはびっくりしました。

マザーハウスでのボランティアをするためだけにインドへ来たという日本人も少なくありませんでした。 

早々にコルカタは切り上げて、次はガンガ（ガンジス川）です。バラナシ

はヒンズー教の聖地として有名です。各地の権力者が、死ぬときはガンガの

ほとりで…と、川岸にはいろいろな地方の建築様式の建物がひしめき合って

います（今はゲストハウスなどになっているところが多いです）。 

ガンガの水は濁っていて、私には底なし川のようにも見えます。チャイ屋

さんがガンガの水でチャイを作り、子供たちは裸で泳ぎ、料理をする人や、

石鹸を泡泡にして洗濯をする人、火葬場も2箇所あり（薪不足による生焼け、

宗教上そのまま川へ…もあり）、牛やヤギもうろうろしている生活に欠かせな

い川であることは一目瞭然です。最近の汚染は急速に普及しているビニル袋

やペットボトルなどが原因になっている部分も多く、私も何かできないかな

と考えていました。すると、ガンガの汚染問題に取り組んでいる財団があるという情報

した。 

サンカトモーチャン財団というところで、階段状の沐浴場の一番端Tulsi Ghatにあ

郊の学校での環境教育、ボートでの毎日のごみ拾い、浄化装置をつけるためにロビー

浄化装置は 2 機目の働きかけをしているところで、見通しは明るいといっていました

政府、そしてバラナシ市の3つへ働きかけているとのことです。 

私もせっかくなので、ボートでのごみ拾いへ参加してみようと思い、教えてもらった

ど暮らせどそのような人々は現れません。不安になって、｢ごみ拾いの人たちはここか

てみたところ「あぁそうだよ！毎朝毎朝このガートから出発しているんだ！」と皆が口

まで待っていてもボートがやってくることはありませんでした。         

 

特定非営利活動促進法に基づく申請受理数および認

内閣府ホームページから http://www.npo-home

受理数 認証全国の申請受理数「内閣府・北海道含む」  

４月３０日現在 （内閣府のホームページ）  
28240 26

受理数 認証
道内の申請受理数 ４月３０日現在（北海道） 

１０8６ １０

 

 

 

 

 

北海道内のNPO認証状況は道庁HP  http://www.pref.hokkaido.jp/kseikat
 

 

を得たので、早速行ってみることにしま

ガンガの水質調査結果を記入するボード 

りました。この財団では、水質調査、近

活動などを行っているということでした。

。インド政府、ウッタル・プラデシュ州

時間にガートへ行きました。しかし待て

ら出発ですか？｣と周りにいた人々に聞い

をそろえて言っています。が、結局お昼

             （つづく） 

 

証数、不認証数等 

page.go.jp/ 

数  不認証数  解散数 

713 227 696 

数  不認証数  解散数 

３４ ０ ２６ 

u/ks-bssbk/npo.index.htm 
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札幌広域圏管内（札幌、石狩、当別、新

活動団体対象）の市民活動団体のみなさま

地域で活動するボランティア、市民活動グループ、

か?「でも、詳しい知識がないからなぁ…」そんな心

ージ運営を応援します。 

コミュサポに参加し、団体のホーム
「コミュサポ」参加団体を募っています。現在１４０団

体が参加することによって、団体同士の横の連携も

募集･利用料  募集団体数:100団体 :無料 

参 加 申 込  「参加団体登録申請書」を参加団

で提出してください。 

「参加団体登録申請書」は各市町村の担当窓口

らダウンロードすることもできます。各市町村

受付期間：２００６年5月10日より--100団

札幌広域圏組合 〒060-0001 札幌市中央区北1

TEL：011-290-1313  FA

サポセ
落
20

話は変わりまして、昨今はガソリン価格の高止まりが

で通勤しているのですが、お休みの日などでお出かけの

そこで、“ケチケチ”の松本は、市内を一人で出かける

っちの料理ショー的気分です）。いろいろな考え方があ

【車】  誰でも必ずかかる費用として、ガソリン代に

険、駐車料金、タイヤ代等を含まず。もちろ

車両は、巷で売れているフィットやビッツな

しました。（10・15モードでだいたいこん

ガソリン代は、北海道の5月の実勢平均価格

11キロで算出すると、3キロまで156.6円

【乗り物】10,000円のプリペイドカード（使用額11

バス1区173.9円（7キロ以内と仮定）、

地下鉄1区（ 3キロ以内）173.9円、2区

 バスでは、7 キロと 11 キロで少しオトク。地下鉄

個人差のある諸経費を一切含めていません。なので、車

かの方法で加算することもありえるでしょう。（例：２

か、独自の単位で積算できるかもしれません） 

 もちろん、乗り物にも待ち時間や歩く負担などを考え

でも、小型車で最も燃費のいいクラスで比較しても、

を使用すると、とても高価な移動手段であることがわか

と、ここまで言い切って、計算ミスがあったらごめん

 私、文系なんです・・・。            
今年もやります！３年目のコミュサポ事業 
札幌広域圏（石狩支庁管内）８市町村で地域サポーター団体とホームペ

ジ作成希望の１４０団体が参加して、コミュサポ事業を２年間展開して

ました。今年度も地域のまちづくりを目標に、無料のホームページ作成

フト「WEB Maker」をツールとして札幌広域圏組合の「コミュサポ」

サーバーに市民活動団体のホームページをアップする事業です。 
篠津、江別、北広島、恵庭、千歳の８市町村に所在する市民

へ。 

NPOなどの皆さん、自分たちの活動をホームページで紹介してみません

配はいりません。札幌広域圏組合の「コミュサポ」が、皆さんのホームペ

ページつくりませんか！サーバー利用料:無料 
体がコミュサポサイトを活用しています。管内のより多くの市民活動団

模索しています。是非ご参加ください。 

体の住所がある各市町村の担当窓口に、直接持参、FAXのいずれかの方法

で配布しています。また、北海道ＮＰＯサポートセンターホームページか

の提出窓口は、札幌広域圏組合事務局までお問い合わせください。 

体になるまで！！ 

条西1丁目明治安田生命札幌北一条西ビル３階 

X：011-290-1311 

 

ンスタッフの 
書きコラム 
06 年度 その３ 

続いていますよね。私は、日頃、運転手付大型乗合自動車（いわゆるバス）

際は、車を使用することがあります。 

際に、車と乗り物のどっちがオトクなのかいろいろと試算してみました（ど

りますが、下記の考え方で計算してみました。 

、自賠責の日割、自動車税の日割を加算し、1キロ当たりを算出。（任意保

ん車両購入費用も） 

どの小型車（1.0ｔ以上1.5ｔ未満）で、20km／L走れると想定して計算

な数字のようです） 

という134円／Ｌ。さらに、乗り物と比較し易いように、3キロ、7キロ、

、7キロまで183.4円、11キロまで210.2円。 

,500円）を利用した場合で算出。 

2区200.0円（11キロ以内と仮定） 

（ 7キロ以内）208.7円、3区（11キロ以内）243.5円 

では、全区間でちょっと割高･･･。でも、前述の通り、車には駐車料金等の

の移動はもっと単価が高くなります。それに、事故の心配や疲労度を何ら

０シンパイ（心配度）＝２０円増とか、５０ツカレ（疲労度）＝７５円増と

ていません。 

意外に乗り物ってオトクではないですか！？ 少なくとも、一人の移動に車

ります。しかも自分一人の移動のために、CO2を排出します。 

なさい。 

                           （松本公洋） 
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「北海道ＮＰＯ越智基金」ＮＰＯ活動助成金（一般公募・指定公募）応募要領 

◆ 「ＮＰＯ越智基金」の趣旨 

 元北教組書記長・副委員長で、札幌地区労働組合協議会議長を長年務められ、1997年に他界された越智喜代

秋さんが、遺言で遺産の一部をＮＰＯ活動に寄贈する旨意思表示されました。ＮＰＯ推進北海道会議は、越智喜

代秋さんの意志を受け継ぎ、『ＮＰＯ越智基金』を設立、2002年12月「北海道NPO越智基金」としてNPO法

人格を取得しました。1999年は30団体に総額226万円、2000年は38団体に273万円、2001年は34団体

に総額202万円、2002年は38団体に総額187万5千円、2003年は32団体に160万円、2004年は28団体

に200万円、2005年は35団体に195万円の助成を実施しました。 

 今年度は、関西発の民間募金運動の呼びかけを受け発足した、白いリボン運動北海道実行委員会より寄付を受

けています。 

 

◆ 今年度の助成方針 

１．ＮＰＯ活動助成金（一般公募）応募要項 

 200６年「ＮＰＯ越智基金」はＮＰＯ活動がより活発になるための一助になるよう、ＮＰＯ活動助成を

行うこととします。今年度は例年通りの「一般公募助成」原資を100万円とします。 

 非営利活動団体（ＮＰＯ）に対して援助を行い、その活動の発展に寄与することを目的とし、道内で活

動しているNPO（NPO法人・任意団体）を対象とします。 

２．ＮＰＯ活動助成金（指定公募）応募要項 

 今年度助成金配分予定金の半額１００万円を原資にして、道のＮＰＯ法人認証団体で、青少年自立支援

活動を行っている団体を対象にした「指定公募助成」を実施します。 

 一般公募助成との重複申請は、ご遠慮ください。 

 

◆助成金額   一般：総額 １００万円以内（１０～１５団体程度に、１団体１万円～１０万円の範囲内で助成） 

        指定：総額 １００万円以内（５団体程度に、１団体20万円の範囲内で助成） 

◆応募期間   一般・指定とも、応募〆切 ８月１０日（木）午後６時必着  

        （申請書右上の「一般・指定」欄のいずれかに○印をつけてください） 

◆選考方法・発表 一般・指定とも、書類審査とヒアリング（応募書類受領後、応募団体に問い合わせをする場

合がありますので、その場合は応答ご協力をお願いいたします）のあと、「北海道ＮＰＯ越

智基金」理事会において選考し、助成先を決定します。 

◆決定通知   一般・指定とも、８月下旬 

（助成先は個別に通知するとともに、『北海道ＮＰＯ情報』等で広報します。応募提出書類は返

却いたしません） 

◆助成金支払い 一般・指定とも、９月中旬 

◆助成金の使途等 一般・指定とも、助成金の使途について特に制限はありません。事業活動経費の足し、機器

整備、人件費等、団体の活動目的を達成するために使ってください。 

◆お問合せ先／応募用紙提出先 応募用紙の提出は郵送またはE-mailでお願いします。 

応募用紙は下記ＵＲＬからダウンロードすることもできます。 

〒060-0062 札幌市中央区南2条西10丁目クワガタビル２階 北海道ＮＰＯサポートセンター内 

ＮＰＯ法人北海道ＮＰＯ越智基金 電話011－204－6523  FAX011－261－6524 

ＵＲＬ http://npo-hokkaido.org/ 

Email npo@mb.infosnow.ne.jp        （担当：北村、東川） 

     メールでお問合せ・応募用紙提出の際は、件名に、必ず「越智基金～」とお書き下さい。お願い 
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Ｊｎｅｔ 第１５１号  第３週郵便物 

ＮＰＯ越智基金助成金応募用紙 記入要領 （記入例） 
一 般 

○ 指 定 
● 応募締切 ２００６年８月１０日（木）必着  「記入要領」を参照して記入してください。 
● 応募団体の活動に関する資料（案内、ニュース、会則、チラシ等）を同封してお送りください。 

ＮＰＯ越智基金 応募用紙 
 

団体名・ふりがなを書いてくださいふりがな 

団体名  

〒 団体所在地の住所（郵便物が届くように）
住  所 

 

代表者役職名 

（ふりがな） 

氏  名 

例）代表理事

ほっかい みちえ 

北海  道江

会員数 

   ○○名

 

申請者連絡先 申請者の住所氏名および電話 携帯電話 

 （氏名等） 番号などを記入してください お持ちの方は記入してくだ

   

  目的： 環境、福祉などの分野、さらには具体的な活動目的を書いてくださ

  （NPO法人は、定款の目的を記載しても構いません）

 主な活動内容：これまで行ってきた活動内容を具体的に書いてください。

 （NPO法人は、定款の事業を記載しても構いません。）

例）集会やイベントの開催、ブックレットの発行、日常的な活動内容など

（資料があれば添付してください。NPO法人は今年度総会議案書を添付して

 （「別紙のとおり」といった書き方はしないでください。選考対象か

団体の活動目 

的とこれまで

の主な活動内

容 

 

 主な収入 会費．．．60万円  事業収入．．．300万円   寄付金．．．50万円

      助成金．．．80万円   バザー収入他．．．10万円

 主な支出 講演会費．．．60万円  イベント費．．．50万円  研修会費．．．

     人件費．．．180万円  事務所費．．．60万円

     事務費（消耗品、電話代、郵送費など）．．．60万円  その他．．．10万

（「別紙のとおり」といった書き方はしないでください。選考対象から

最近１年間の

活動予算 

 

  例） 研修会を企画していますが、参加費をできるだけ安くし、多くの方に

 テキスト作成費用の一部の助成を期待しています。 

助成があれば、研修会参加費を１人から５０００円から、２０００円に軽減す
助成申請理由

と助成により期

待される効果  

 （「別紙のとおり」といった書き方はしないでください。選考対象から

 申請理由の他に活動の上で困っていることなどを書いてください。

  例）会計処理を得意とするスタッフがいないため、会計担当役員の負担が

また、パソコンを使えるスタッフがいないため情報収集が遅れます。

活動を進める

上で困ってい

ること 
 

助成団体名 助成年月（西暦） 助成金

例） ○○○助成財団 ２００５年１０月 ３０万円

   

助成実績 

これまで受けた

助成 

現在申請中含む 
   

●応募用紙は、上記形式であれば、罫線など多少のズレ等があっても構いません。

●この用紙のコピーを１部とって保管しておいてください。 

事務局記入欄 

 6
申請年月日（西暦）     年   月   日

 

電話 

 ○○○－○○○－○○○○

FAX 

 ○○○－○○○－○○○○

 設立（ＮＰＯ法人は法人登記年月） 

（例）   １９９７年  ５月

 

Ｅmailｱﾄ゙ﾚｽ 

さい お持ちの方は記入してください

 

い。

下さい）

ら除外します）

80万円 

円

除外します）

参加していただくため、            

ることができます。 

除外します）  

重く困っています。  

   

額 内容 

 福祉研究会開催費助成 

 

 

 



２００６年７月 1日発行 Ｊｎｅｔ 第１５１号 第３種郵便物 

 
● 応募締切 ２００６年８月１０日（木）必着  「記入要領」を参照して記入してください。 
● 応募団体の活動に関する資料（案内、ニュース、会則、チラシ等）を同封してお送りください。 

一 般 

ＮＰＯ越智基金 応募用紙

日

 

 ふりがな 

団体名  

〒 
住  所 

 

代表者役職名 

（ふりがな） 

氏  名 

 

会員数 

 

申請者連絡先  携帯電話 

 （氏名等）   

   

 

 

 

 

 

 

 

団体の活動目 

的とこれまで

の主な活動内

容 

 

 

 

 

 

 

 

最近１年間の

活動予算 

 

 

 

 

 

助成申請理由

と助成により期

待される効果 
 

 

 

 

活動を進める

上で困ってい

ること 
 

助成団体名 助成年月日（西暦） 助成金

   

   

助成実績 

これまで受けた

助成 

現在申請中含む 
   

●応募用紙は、上記形式であれば、罫線など多少のズレ等があっても構いません。

●この用紙のコピーを１部とって保管しておいてください。 

事務局記入欄 

 

 指 定  
申請年月日（西暦）     年   月   
電話 

FAX 

 

名 

 設立（ＮＰＯ法人は法人登記年月） 

         年     月

 

Ｅ-mailｱﾄﾞﾚｽ 

 

 

額 内容 
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Ｊｎｅｔ 第１５１号  第３週郵便物 

 

2 

 

 

 

 

２００６年７月

Ｖｏｌ. １５ 

ＮＰＯバンクアンケートへのご協力、 

どうもありがとうございました！ 

北海道ろうきん社会貢献助成制度助成金により、昨年11月に実施しましたNPOバンクアンケートは、

おかげさまで277名(団体)からご回答いただきました。ご協力いただいた皆様に厚くお礼申し上げます。 

このアンケートは、①出資者（個人） ②出資者（ＮＰＯ法人など） ③道内の出資していないＮＰＯ法人 ④地方公共

団体（道及び市町村）の４区分に分けて実施しました。計６７７通を郵送し、回収率は４０．９％でした。アンケートの

結果を活用し、北海道ＮＰＯバンクのこれまでの成果を総括し今後の運営に活かしていく予定です。 

 
アンケート結果① 出資者（個人） 

幅広い年齢層 

個人出資者のアンケート回答から年齢構成を集計し

たところ、30歳代から50歳代が3/4を占めてい

るものの、下は20 歳代から上は80 歳代までと、

幅広い年齢層から出資されていることがわかる。 

出資者（個人）年齢構成

20歳代
9%

30歳代
20%

40歳代
21%

50歳代
33%

60歳代
11%

70歳代
4%

80歳代
2% 20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代

80歳代

市民活動参加者が多く出資 

市民活動を行っているか行っていないかの質問に対

しては、ほぼ同数の結果だった。一般的に全ての市

民が市民活動へ参加しているわけではないことを考

えると、市民活動参加者の方が非参加者に比べて出

資者になる可能性が高いと考えられる。また、市民

活動参加者の関わる活動分野は、「まちづくり」や

「ＮＰＯ支援」があわせて約3割にのぼる。 

口コミは威力絶大！ 

個人出資者がそもそも北海道ＮＰＯバンクの存在を知るのは、知り合いからの情報による場合が多いことがわかった。とはいえ、

インターネットやメディアによって北海道ＮＰＯバンクを知り多額の出資をされた方もあり、今後は様々な形での情報発信によっ

て、北海道ＮＰＯバンクの認知度を高めることが必要だと考えられる。 

 

活動内容に満足している理由

融資実績
28%

出資金獲得
1%

情報発信
13%

NPO支援活動
44%

フォーラム開催
12%

融資先情報
2%

その他
0%

融資実績 出資金獲得 フォーラム開催 情報発信
NPO支援活動 融資先情報 その他

活動への満足度は合格点！？ 

北海道ＮＰＯバンクの活動に対す

る満足度は、「満足」と「やや満足」

が 3/4 を占めでおり、合格点を

つけられるであろう。満足してい

る理由については、ＮＰＯへの支

援活動などもっとも重要な使命と

直接関わる項目が多く挙げられた。 
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２００６年７月 1日発行 Ｊｎｅｔ 第１５１号 第３種郵便物 

 
アンケート結果② 出資者（団体） 

1/3が保健医療福祉分野 

北海道ＮＰＯバンクの事業組合に出資している団体（ＮＰＯ法人、任意団体、商法法人等）へのアンケートへの回答によ

ると、出資団体の平均は、事業規模２，４４８万円、会員数１２２名、専従職員数６名、活動歴７年である。活動分野（複

数回答可）では、保健医療福祉分野が1/3になっている。 

 

融資資格確保を目的に出資する団体が多い 

出資理由については、融資を受ける資格権利を得ることをあげている団体が2/3あった。そのためか、出資金額は、最低

単位の1万円か、融資上限の２００万円を借り入れるための2万円としている場合が６４％を占めている。 

 

3/4の出資団体が融資上限額の拡大を求めている 

現行の融資上限２００万円を評価しているのは1/4にとどまった。 

NPOバンク融資額の希望

100万円
0%

200万円
25%

400万円
44%

その他
14%

800万円
0%

600万円
17%

100万円 200万円 400万円 600万円 800万円 その他

出資金額

1万円
28%

2万円
36%

無回答
9%

10～19万円
9%

3～4万円
9%

5～9万円
6%

20万円以上
3%

1万円 2万円 3～4万円 5～9万円

10～19万円 20万円以上 無回答

 

 

ＮＰＯバンクからの借入経験がある団体はＮＰＯバンクに対する満足度が高い 

北海道ＮＰＯバンクの活動に対する満足度について、借入経験がある団体では、「満足している」と「やや満足している」をあわせ

ると９５％に達する。また、何に満足しているかを尋ねた結果は、融資実績やＮＰＯ支援活動という回答が多かった。北海道ＮＰ

Ｏサポートセンター発行のニューズレターへ定期的に情報を出していることも、出資団体の満足へつながっていると考える。 

 

出資団体からはＮＰＯ支援の充実を求められている 

今後期待する活動としては、市民活動団体への経営支援である。返済不要な資金助成の希望もあった。 

NPOバンクへ期待する活動

政策提言
13%

経営支援
32%

イベント等開催
13%

情報発信
15%

資金助成
21%

その他
0%

無回答
6%

政策提言 経営支援 イベント等開催 情報発信

資金助成 その他 無回答
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Ｊｎｅｔ 第１５１号  第３週郵便物 

アンケート結果③ 道内の出資していないＮＰＯ法人 

北海道ＮＰＯバンクの事業組合に出資をしてい

ないＮＰＯ法人で、かつ年間の事業規模が500

万円以上の団体を対象とした。今後出資をして

もらえる可能性がある潜在的顧客と考えている。 

NPOバンクを知った経路

メディア

8%

NPO情報紙

61%

イベント

3%

所属団体

2%

ネット

5%

知り合い

4%

その他

0%

行政

4%
無回答

13%

メディア NPO情報紙 ネット イベント 知り合い

所属団体 行政 その他 無回答

 

ＮＰＯバンクの認知度は低い 

北海道ＮＰＯバンクを良く知っていたＮＰＯ法

人は３６％に留まる。そのため活動への評価に

ついては無回答が多かった。また、知っている

ＮＰＯ法人の6割は、北海道ＮＰＯサポートセ

ンター発行のニューズレター「北海道ＮＰＯ情

報」からである。 

 

ＮＰＯバンク以外の金融機関からの借入経験があるＮＰＯ法人は1/4 

北海道ＮＰＯバンクからの借入予定について尋ねたところ、「予定がある」としたのは６％に留まった。一方、他の金融機関からの

借入がすでにあるＮＰＯ法人は２４％に達している。 

 

半数が融資上限の拡大を求めている 

アンケートに回答したＮＰＯ法人はどのようなニーズを持っているのかについては、融資上限額の拡大を求める回答が半数

にのぼった。また、借入返済期間に関しては、現行の 1 年以内という希望は１７％に留まり、2～３年を求める回答が約半

数であった。 

 

アンケート結果④ 地方公共団体（道および市町村） 

北海道と道内市町村、全１９７地方公共団体にアンケートを発送し、回収率は４２．１％であった。 

 

市民活動支援体制は十分とはいえない 

市民活動・住民活動に関する条例があるかどうかについて、3/4の地方公共団体が「ない」としている。また、住民活動を管轄す

る専門部署の存在については、「ある」が４８％、「ない」が４６％であった。 

 

ＮＰＯ・ボランティア団体向けの融資制度への関心は低い 

ＮＰＯ・ボランティア団体向けの資金融資の制度を持つ地方公共団体は４％、資金融資制度を検討しているのも４％に過ぎない。 

 

ＮＰＯの経営支援、情報発信が期待されている 

北海道ＮＰＯバンクへ期待する活動としては、NPO への経営支援が３０％、ＮＰＯバンクとＮＰＯに関する情報発信が２６％と

高い。また資金助成という期待も１７％あった。 

 
　NPOバンクへ期待する活動

政策提言
12%

経営支援
30%

イベント等開催
8%

情報発信
26%

資金助成
17%

無回答
6%

その他
1%

政策提言 経営支援 イベント等開催 情報発信

資金助成 その他 無回答
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２００６年７月 1日発行 Ｊｎｅｔ 第１５１号 第３種郵便物 

 
 

=== ＮＥＷＳ ＦＬＡＳＨ ===  

★ ＮＰＯバンク融資額累計 １億円を突破！ ★ 

 

 はじめて融資した２００２年１０月から３年２ヶ月を経過した昨年１２月に、バンク融資額の累計が１億円を突破

しました！ 

 今年度の融資は３，９３０万円（２４件）にのぼり、過去最高を

記録した２００４年度の融資実績額３，０９７万円（１８件）を超

えました。バンクがここまでの実績を重ねてこられたのも、一重に

サポーターの皆様のご支援、そして、融資先の団体の皆様がきちん

とご返済くださったおかげです。深く感謝申し上げます。 

 また、開始から 1.5 年を経過した短期小口融資サービス（三ヶ

月ローン）も、これまでに２２０万円（５件）を融資させて頂いて

おります。 

対象は一般融資の返済実績のある団体に限られますが、申込から

融資実行までの期間が短く、急な資金調達に便利ですので、ご興味のある団体の方は、事務局までお問い合せくださ

い。 

 

★ １００万口のご出資をいただきました！ ★ 
 

 ２００６年１月５日の北海道新聞に掲載されたＮＰＯバンクの記事をご覧になった方から、バンクについてお

問い合せがあり、その後、なんと１００万円のご出資をいただきました！ 

ほかにも継続的に増資をお申込みいただいている方もいらっしゃ

います。 

 皆さま、どうもありがとうございました！ 

 多くの方が目にする媒体で、活動理念（ミッション）を伝えること

の影響の大きさを実感しました。 

 出資金は４，５００万円を突破しました！ 

 

 

ＮＰＯバンク融資申込みのお知らせ 

● 第１６回融資 → 申込開始８月２日～８月１７日／融資実行９月下旬以降 

《おねがい》 

サポーター便りに掲載を希望する手記・情報がありましたら、下記問い合わせ先までご連絡願います。 

また、ＮＰＯバンク事業組合にご加入の方で、住所等に変更があった場合はお手数ですが事務局まで 

御連絡ください。 

ＮＰＯバンクに対する問い合わせ先・資料請求先 
 〒060-0062 札幌市中央区南２条西１０丁目 クワガタビル２Ｆ 北海道ＮＰＯサポートセンター内

 TEL:011-204-6523  FAX:011-261-6524  

npobank@npo-hokkaido.org  http://npo-hokkaido.org/bank_hp/index.htm 
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 Ｊｎｅｔ 第１５１号  第３種郵便物 

☆☆☆北海道ＮＰＯサポートセンターの「サポート事業」一覧☆☆☆（単位：円，税込） 

北海道ＮＰＯサポートセンター会員に対するサービス事業です。 
詳細については個別にご相談に応じますのでお気軽にお問い合わせ下さい。電話011－204－6523 
 

 2006.6.1 改定 

※上記の表以外に、不動産売買・賃貸、税務申告、登記書類作成、損害保険関係について、ＮＰＯサポート専門家会議

メンバー等による相談を随時受け付けております。（NPOサポセンスタッフがお聞きし専門家にお伝えします） 

※法人認証申請書類、登記書類、会計書類、税務申告、介護保険申請等は、必要に応じて専門家のアドバイスをいただ

いています。弁護士、司法書士、社会保険労務士、行政書士、公認会計士、税理士、損害保険専門家、不動産鑑定士、

不動産専門家、建築士、社会福祉士、ファイナンシャルプランナーなどの専門家の協力を得ています。 

サポートの内容 詳   細 規格・単位 基本料金 

ＮＰＯ法人申請手続  相談・書類作成等アドバイス（初回相談無料） 

※法人申請は時間がかかります。（４ヶ月～６ヶ月） 
基本料金 21,000～

NPO法人代表印  登記に必要な法人代表者印鑑です（送料別） 1本 11,000

身分証明書作成 ラミネートを使った身分証明書を作成します。 1枚 210

片面 Ｂ５ 1,000枚 2,738

片面 Ａ４ 1,000枚 2,738

片面 Ｂ４ 1,000枚 3,438

簡易印刷機（リソグラフ）

使用料金 

黒インク印刷のみ 

（カラー印刷、製本等は

良心的な印刷所を紹介）

予約が必要です。詳細はご相談下さい。 

基本料金は製版1枚、紙代込みの場合です。 

（厚紙や色紙は少し高くなります） 

Ａ３まで印刷可、10枚以上～ 

（両面は片面の倍） 片面 Ａ３ 1,000枚 4,838

片面 カラー 1,470

片面 白黒 1,050

両面 カラー 2,310
名刺作成 

パソコンで名刺を印刷します。（100枚単位）

片面初版代：3１５円、 

両面初版代：5２５円が別途かかります。 

両面 白黒 1,890

横断幕・ポスター パソコンで長尺紙（幅４2ｃｍ）に印刷します。片面のみ 1,575～/m

シール ＮＰＯのロゴマークシール １シート 大 5枚、小10枚 各 210

日常会計業務支援 パソコンで、伝票入力から決算書作成まで実施 基本料金（1仕訳） 63～

組織運営相談 

会計相談・経営相談 
個別にご相談をお受けします。 
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●ＮＰＯ推進北海道会議／●北海道ＮＰＯサポートセンター／●ＮＰＯバンク／●ＮＰＯ越智基金 

〒０６０－００６２ 札幌市中央区南２条西１０丁目クワガタビル２階 

電話番号０１１－２０４－６５２３， ＦＡＸ番号 ０１１－２６１－６５２４ 
通常業務時間１０：００～１８：００（土、日、祝日は休む時があります） 

●さっぽろ介護 NPO支援ネット／●北海道ＮＰＯサポートセンター分室 
   〒０６０－０００５ 札幌市中央区北５条西６丁目札通ビル８階 

電話番号 ０１１－２４２－４３３３，  ＦＡＸ番号 ０１１－２８１－８８０７ 
通常業務時間 ９：００～１７：００（月～土）（水、日、祝日休み） 水曜はお休みです 
引越し・旅行・車検のことなら･･札通”はこび愛ネット”をご利用ください！ご存知かもしれませんが、飛んで
！車いすの会をはじめ札幌チャレンジドなど１０団体ほどが参加しているもので、札通さんの商品を利用して、「ＮＰ

サポセンに還元して！」と言うと商品代金の５％が還元される仕組みです。どうやって利用するの？申し込みはとても

単。下記の”はこび愛ネット”推進事務局にお電話ください。インターネットからの申し込みもできます。利用サービ

は、引越し、旅行（札通トラベル）、車検・自動車修理（札通自工）、と文房具（札通商事）などの購入です（一部対象

あり）。ぜひご利用ください。  
問い合わせ・申し込みは 札通“はこび愛ネット”推進事務局 

ＴＥＬ（０１１）２５１－４１１１内線２５０番 ＦＡＸ（０１１）２３１－７０６３ 
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書籍案内   疾走１２年 
アサノ知事の改革白書 

浅野史郎著 岩波書店 ISBN4-00-023421-8 

 定価（本体１８００円＋税） 

著者は、昨年１１月まで３期１２年宮城県知事。 

現在は、宮城県社会福祉協議会会長の傍ら慶応大学教授を

兼務している。 

「これにて１２年の知事業を卒業します」。 

アサノ知事は、四選は堅いと思われていた矢先、突然の不

出馬宣言をした。 

ユニークな三回の選挙、議会との激しい応酬、 

障害者施設解体宣言の衝撃、県警と 

の報酬費をめぐるバトル、 
楽天ゴールデン・イーグルス誘致の 

内幕・・・・。 

アサノ知事は、「宮城県の恥を雪ぎ、 

県民の誇りを取り戻す」 

不退転の決意で、県政に取り組んで 

きた。 

地方発の改革を断行して県民の活力 

を掘り起こし、本物の民主主義を根 

付かせるとの強固な信念に貫かれ、 

喜怒哀楽に溢れた１２年間の知事業を書き下ろした記録。

（本のカバーより） 

【書店でお求めください】 

 

 

 

 

 

介護NPOの皆様へ●福祉有償運送車両マグネットシ
ートができました。（福祉有償運送を行うには、使用する

車両の両側面に「団体名」及び「有償運送車両」と表示

しなければなりません） 

・福祉有償運送車両 

・事業所名入り福祉有償運送車両 

１枚１,２００円～３,９６０円 ６種用意しました。発注

から納品まで１週間ほどかかります。（通常より安価）

詳しくは、さっぽろ介護ＮＰＯ支援ネットまで。 

●＜キリン福祉財団～家族介護者交流会のご案内＞ 
 キリン福祉財団では、重い症状の高齢者を在宅で日常

的に介護している家族介護者を対象に毎年｢キリン家族

介護者交流会｣《宿泊旅行会（１泊２日コース）》を実施

しています。介護 NPO からの推薦を募集中です。《推薦

方法》 ◇参加対象者・・・概ね「要介護３」以上の利

用者を在宅で介護されているご家族のうち主に介護をさ

れている方お一人。詳細はお問い合わせください。 

ＮＰＯ法人さっぽろ介護ＮＰＯ支援ネット 
介護に関わる情報提供、事業所支援、利用者への相談

対応、研修・調査事業等を実施しています。 

【業務日】月曜日～土曜日（祝日、日曜、水曜お休み）

【業務時間】９時～１７時 

〒060-0005札幌市中央区北５条西６丁目札通ビル８Ｆ

TEL011-2４２―４３３３  FAX 011-281-8807

E-mail  sapporo-kaigo@npo-hokkaido.org

 
ＮＰＯな・・・ 

 

書籍案内   『ＮＰＯの参考書』

ＮＰＯ法人向け諸届け出ガイドブック 

事務所に１冊必携のマニュアルです。  

・設立登記（法務局）  

・登記完了届（道庁）  

・変更登記（法務局）  

・事業報告書等の提出（道庁）  

・任期満了に伴う役員の変更（法務局と道庁）  

・任期途中の役員の変更（法務局と道庁）  

・事務所移転（法務局と道庁）  

・定款の変更（法務局と道庁）  

諸届ひな型のＣＤ付き  

■定価 ２,１００円（税込）  

 

 

【問合せ】 

北海道ＮＰＯサポートセンター  

TEL 011-204-6523  

FAX 011-261-6524 

E-mail npo@mb.infosnow.ne.jp  
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○●○ 情報ＢＯＸ ○●○ 
◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇ 
生涯学習情報交流会（前期） 

● 趣  旨 生涯学習に関する情報を提供することがで
きる関係機関・団体が一堂に集まり、情報交流等を通して、
そのネットワークの形成を促進する。 
● 主  催 北海道立生涯学習推進センター 
● 会  場 北星学園大学 A300教室（A館 3階） 

（札幌市厚別区大谷地西2丁目3番 1号） 
● 期  日  2006年 8月 2日（水）1日間 
● 参加対象  市町村・市町村教育委員会職員、学校職員、

民間団体（NPO等）関係者等 
● 募集人員 30名  ● 受講料 無料 
● 研修内容 
 (1)基調講演「映像表現の世界」 
   講師 映画監督 早川渉 氏 
 (2)インタビューダイアログ 
 「ICT学習とメディア活用」 
 講師 北星学園大学短期大学部教授 武田亘明 氏 
    夕張市立幌南小学校教諭 黒坂俊介 氏 
 インタビューアー 道立生涯学習推進センター 

学習情報課課長 桜庭望 
● 問い合わせ先 
北海道立生涯学習推進センター 管理部学習情報課 
〒060－0002札幌市中央区北2条西7丁目かでる2･7 8F 
Tel：011－231－4111（内線36－330） 
Fax：011－261－7431 
E-mail：hlpc_staff@manabi.pref.hokkaido.jp 
 

○●○ 助成金情報 ○●○ 
インターネット環境にないＮＰＯのみなさまへ 
●最近の助成金は、募集要項や応募用紙をインターネット

から取得（ダウンロード）する方式が増えています。また、

さまざまな助成金情報をインターネットから取得するこ

とができます。 

●北海道ＮＰＯサポートセンターでは、インターネット環

境にないＮＰＯのために、 

①ＩＴ推進ＮＰＯの紹介 ②パソコンの導入設定・インタ

ーネット環境整備支援 ③助成金情報取得支援／助成金

申請サポートを行っています。（地域によって対応できな

い場合があります）詳細はお問い合わせください。 

電話 011-204-6523（担当：畑） 

 
下記の助成金情報については、各助成元からの募集要項及
びインターネットからの取得情報（抜粋）です。 

◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆ 

☆ユニベール財団市民活動助成 

■対象団体 高齢者が活動する市民活動団体、高齢者の医
療・保健・福祉、まちづくり等高齢者を対象とする市民活
動を行う団体 

■応募締切日 2006年 7月 31日（必着） 

■助成期間および金額 １年間。原則として１件当り
100万円を限度としますが、助成額については活動内容、
及び規模により査定をさせていただきます。 

■助成金の使途 市民活動、または催し物等の事業に直接
要する諸経費（既に終了した活動・事業は含みません） 

※より多くの団体に利用していただくため、過去に当財団
の助成を受けられた団体の応募はご遠慮ください。 
■応募方法 当財団所定の申請書に必要事項を記入の上、
当財団宛送付ください。（紛失等のトラブルを避けるため、
なるべく書留や宅配便でお送りください） 

提出いただいた申請書はご返却できません。  
■申請書類送付先 財団法人 ユニベール財団 
〒160-0004 東京都新宿区四谷2-14-8 YPCビル 5階 
Tel／03-3350-9002  Fax／03-3350-9008 

◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆ 
【札幌市内限定】札幌青年会議所☆ブルーアース基金 
■助成総額 １００万円 
■締  切 平成１８年７月３１日（月）まで必着のこと。 
■申請方法 所定の申請用紙に必要事項を記入の上、下記
までお申し込みください。 
■送付先 社団法人札幌青年会議所ブルーアース基金助
成金運営事務局〒060-000 札幌市中央区北１条西２丁目
経済センタービル９階 
■助成金授与 2006 年 10 月 24 日（火）授与式後に
給付。 
■問い合わせ 社団法人札幌青年会議所 事務局まで 
 FAXまたはメールにてお願いたします。 
   FAX：０１１－２２２－５８０１ 
   E-mail：info@sapporo-jc.or.jp 

◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆ 

☆Panasonic NPO サポートファンド 
■対象事業 
①子どもたちの健やかな育ちを応援するNPOの組織基盤
強化 
②環境問題の改善に取り組むNPOの組織基盤強化 
■応募期間 2006年 7月 21日（金）～７月31日（月） 
詳しくは、下記サイトでご覧ください。 
URL http://panasonic.co.jp/ccd/pnsf.html 

◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆ 
☆日本財団２００６年度福祉車両助成 
■助成対象 1.作業所の活動 2.障害者による自立生活
支援センターの活動、3.在宅介護・家事援助、4.移動困難
者の外出支援活動、5.デイサービス・託老所の活動、6.
その他この助成事業の主旨に沿うと判断される活動で、福
祉車両による送迎活動を行う NPO 法人または任意団体、
社会福祉法人等。 
■申請期間 2006年 6月 1日（木）～７月31日（月） 
詳しくは、下記サイトでご覧ください。 
URL http://www.nippon-foundation.or.jp/ 

ＮＰＯ法人 ＮＰＯ推進北海道会議 

代表理事 田口 晃 (北海学園大学教授) 

杉岡 直人（北星学園大学教授） 

杉山さかえ (北海道ｸﾞﾘｰﾝﾌｧﾝﾄﾞ理事長)

事務局長 佐藤 隆 

------------------------------------------ 

ＮＰＯ法人 北海道ＮＰＯサポートセンター 

理事長 杉山さかえ  事務局長 小林董信 

------------------------------------------ 

NPO法人 北海道NPOバンク 
           理事長 杉岡 直人 

NPOバンク事業組合 理事長 高木 晴光 

--------------------------------------------- 

NPO法人 北海道NPO越智基金 
代表理事 田口 晃  事務局長 北村美恵子 

--------------------------------------------- 

〒060-0062 札幌市中央区南2条西10丁目 

クワガタビル2F 

TEL(011)204-6523 FAX(011)261-6524 

E-mail npo@mb.infosnow.ne.jp 

URL http://npo-hokkaido.org/ 
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